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タバココナジラミバイオタイプＱの発生について

Q-biotypeBemisia tabaci

１ 発生経過

平成１８年２月下旬、県内各所から採取したコナジラミ類のミトコンドリアチトクローム

オキシダーゼ（mt Co1）領域を農林総合研究センターで遺伝子解析を行ったところ、数か所の

個体はその塩基配列から他県で発生しているタバココナジラミバイオタイプＱであることが判

明した。

２ 形態及び発生生態

(1) 形 態

成虫及び幼虫の形態はシルバーリーフコナジラミとの差異はなく識別はできない。

(2) 発生状況及び生態

本虫は１９９６年にスペインで初めて確認され、その後２００３年にイタリア及びイ

スラエル、その後中国雲南省及び北京で発生を確認している。タバココナジラミは世界

中に広く分布しており、約４０のバイオタイプが知られている。国内では在来（バイオ

タイプ不祥）、バイオタイプＢ（シルバーリーフコナジラミ）そしてバイオタイプＱが

確認されており、それらは遺伝子型により区別が可能である。

国内では２００５年２月に九州沖縄農業研究センター上田氏が国内初発生を報告して

いて、同年には九州、山陽山陰地域で発生を確認、２００６年には関東地域の神奈川県、

千葉県、栃木県、茨城県で発生が確認された。

(3) 被 害

ア トマト、ミニトマト、トルコギキョウ等にトマト黄化葉巻病ウィルス(ＴＹＬＣＶ)

を媒介する。

イ シルバーリーフコナジラミと同様に吸汁による生育遅れ、分泌物に寄生するスス病

による果実の汚れがある。

(4) 採集植物

今回、トマト、キュウリ、花き類（ポインセチア、ランタナ）でのハウスから採集し



個体が、タバココナジラミ バイオタイプＱと確認された。他県の報告によれば寄主範

囲は広く、キュウリ、メロン、トマト、ミニトマト、ナス、ピーマン、パプリカ、シシ

トウ、ガーベラ、茎ブロッコリー、サツマイモ、アスパラガス、ブーバルディアなどに

寄生すると報告がある。

３ 防除対策等

(1) ピリプロキシフェン剤、一部のネオニコチノイド剤、合成ピレスロイド剤に対する感

受性が低い。

(2) 施設の開口部を防虫ネット（0.4mm）で覆い、コナジラミ類の侵入を防ぐ。露地栽培

では寒冷紗等でトンネル被覆し外部からの成虫の侵入を防止する。また、ＵＶカットフ

ィルム、反射資材等も利用し、これらの物理的防除法を中心とした総合防除対策を行う。

(3) 薬剤散布を行う場合は、有効薬剤に対する抵抗性の発達を回避するため、同一系統薬

剤の連用は避ける。

(4) 施設内部やほ場周辺の雑草は発生源となるため、増殖源となる施設内外の雑草は除去

する。

(5) 発生ほ場の作物残さは土中に埋めるかビニールを被覆して虫を死滅させる。施設栽培

終了後は施設を密閉処理して虫を死滅させてから作物を片付ける。


